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皆さんに日頃お伝えしている「心肺蘇生法」の内容が、全国一律の
「救急蘇生ガイドライン」変更に伴い、一部変わりました。
新しい蘇生法は全体が簡素化され、誰でも簡単に実行できるような

内容です。いざというときのために、講習会に参加し、蘇生法の技術
を磨きましょう！
※新しい蘇生法は、従来の蘇生法を否定しているものではなく、より良い方法を推奨
するためのものです。

◆開催日　毎月第４土曜日 9時～12時
◆場　所　敦賀消防署
◆申込み　１週間前まで

個人でも気軽に参加できる
講習会です。皆さんの家族や
友人、職場の同僚などと一緒
に受講してみませんか？

省略することで、心肺蘇生開始ま
での時間を早めます。

※循環のサイン
→傷病者の口に耳を近づけ呼吸・咳
・体の動きを調べる

心肺蘇生のためには心臓マッサー
ジが最も重要。口対口の人工呼吸がた
めらわれる場合は、人工呼吸を省略し
て心臓マッサージのみを行います。

以前の15回に比べ、心臓マッサ
ージの時間を長くします。

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）に
よる電気ショックは1回で十分な効
果があります。ショック後はただち
に心臓マッサージを行います。

問合せ・講習会申込先　敦賀消防署　蕁２３ー４５１１

【注意】
AEDの電極パッドには1～8歳未満

対象の小児用とそれ以外の成人用の2
種類があります。小児に成人用のパッ
ドは使用できますが、成人に小児用の
パッドは使用できません。

そこのあなた、
AEDをもってき
てください！

胸が持ち上が
るのを確認！

重ねた両手で、

「「強強くく、、速速くく、、
絶絶ええ間間ななくく！！」」

音声メッセージ
に従い操作！

あなたが写っていたらご連絡ください。写真を差し上げます。

広報広聴課　 ２２ー８１１２

ホームページ（http://www.ton21.ne.jp/）でも公開中！

（ここに載せきれなかったイベントも掲載しています）

夏本番を目前に、市内17カ所の海水浴場が一斉に海開きを
迎えました。今年からたくさんの方と一緒に祝おうと、開催
日を以前の7月10日から、10日以前の直近の日曜日に変更。
市営松原海水浴場で行われた式典では、曇り空の下、海水浴
客や関係者など例年以上の観客約200人が集まりました。

式典では、期間中の安全を祈願する神事、海中献
花が行われた後、松乃栄保育園の鼓笛隊30人による
演奏や、ヨットとクルーザーによる海上パレードな
どといったデモンストレーションが行われ、賑やか
に式を締めくくりました。

敦賀商工会議所の創立100周年記念式典がプラザ萬象
で行われました。式典には、市内外から関係者およそ
900人が出席。同会議所と敦賀の100年を映像で振り返
った後、有馬会頭が「100周年を迎えた今、さらに活力
ある敦賀市の構築に向け、会員の総力を結集し、新たな
る商工会議所づくりに決意を新たにしている」と式辞を
述べました。また、式典に引き続いて、タレントで元参
議院議員の西川きよし氏による記念講演会、伝統行事
「みやあげ」も披露された記念祝賀会が開催され、同会
議所の“100歳”を祝いました。

敦賀市の海外姉妹都市を今夏訪問
する児童親善使節団の結団壮行式が、
プラザ萬象で行われました。訪問す
るメンバーは、ナホトカ市（ロシア）
14人、東海市（韓国）16人、台州
市（中国）14人の計44人。
児童たちは、「友達をたくさん作り

たい」「日本のいいところをたくさん
教えてあげたい」など、それぞれの
抱負を元気よく述べました。

（上）出席者による海中献花

（右）敦賀高校水泳部による初泳ぎも行わ
れました

たくさんの人で盛大に100周年をお祝い
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第
五
次
敦
賀
市
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
河
瀬
市
長
が
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
。

そ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
現
に
向

け
、
市
は
７
月
９
日
に
、
部
局
を
横

断
し
た
９
つ
の
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
は
、
副
部
長
級
の
政
策

幹
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
各
部
局
の

４
〜
14
人
の
メ
ン
バ
ー
で
左
記
の
重

要
課
題
に
つ
い
て
検
討
。
今
年
度
中

に
具
体
策
を
立
案
し
、
来
年
度
の
当

初
予
算
に
計
上
す
る
な
ど
実
施

に
移
し
て
い
き
ま
す
。

市
は
７
月
20
日
、
第

五
次
敦
賀
市
総
合
計
画

に
掲
げ
た
「
循
環
型
社

会
」
の
実
現
に
向
け
、

福
井
県
民
生
活
協
同
組

合
、
敦
賀
市
消
費
者
連

絡
協
議
会
と
「
循
環
型

社
会
の
構
築
に
向
け
た

取
組
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
マ
イ
バ
ッ

グ
運
動
を
進
め
る
同
協

議
会
と
、
年
間
50
万
枚

の
レ
ジ
袋
利
用
が
あ
る

同
生
協
（
ハ
ー
ツ
つ
る

が
）
と
の
間
で
レ
ジ
袋
の
有
料
化
が

決
ま
っ
た
の
を
受
け
、
両
者
の
活
動

を
市
が
後
押
し
し
よ
う
と
結
ば
れ
た

も
の
。
レ
ジ
袋
削
減
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
他
「
循
環
型
社
会
の
構
築
」
に

関
係
す
る
も
の
は
、
今
後
、
三
者
が

積
極
的
に
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ハ
ー
ツ
が
10
月
１

日
か
ら
レ
ジ
袋
１
枚
に
つ
き
５
円
で

販
売
。
ま
た
、
同
協
議
会
は
マ
イ
バ

ッ
グ
持
参
運
動
に
加
え
、
レ
ジ
袋
削

減
の
必
要
性
を
市
民
に
啓
発
。
市
は
、

同
協
議
会
と
共
に
市
民
や
他
の
事
業

者
の
有
料
化
に
対
す
る
理
解
や
協
力

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
広
報
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

国
土
交
通

省
北
陸
地
方

整
備
局
が
実

施
す
る
「
み

な
と
オ
ア
シ

ス
」
制
度
に
お
い
て
、
敦
賀
市
が
管

内
エ
リ
ア
認
定
の
第
一
号
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
港
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
し
、
港
を
中
心
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
目

的
。
選
定
に
は
、
港
の
施
設
を
活
用

し
て
、
住
民
参
加
の
取
り
組
み
が
継

続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

今
回
の
認
定
で
、
敦
賀
を
含
め
、

北
陸
四
県
の
五
地
域
が
登
録
。
登
録

地
域
は
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
の
商

標
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
使
用
の

他
、
事
業
運
営
面
の
支
援
や
広
報
の

支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て

全
国
に
敦
賀
港
の
魅
力
を
発
信
し
、

交
流
人
口
の
増
加
、
来
訪
者
の
利
便

性
向
上
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

第
五
次
敦
賀
市
総
合
計
画

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
市
の
将
来
像
を
描
い
た
計
画
。

平
成
９
年
に
策
定
。
今
年
３
月
に
、

集
大
成
と
な
る
第
３
期
基
本
計
画
を

立
て
た
。

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

市
長
の
公
約
。「
安
心
安
全
」「
人
が

集
う
」
等
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
災
害

時
支
援
体
制
の
充
実
、
駅
舎
改
築
な

ど
、
具
体
的
な
施
策
を
掲
げ
て
い
る
。

プロジェクトチーム
（９つ）

■災害時要援護対策の
推進

■総合防災システムの
構築

■観光・交流拠点の
形成

■農林水産業の活性化
策の検討

■団塊世代の人材活用
の推進

■中心市街地活性化基
本計画の策定

■公共交通体系の整備

■子育てしやすい環境
づくり

■ワンストップフロア
の導入
ワンストップフロア
各種証明や手続（住民票・国保・

年金・水道等）を1階で済ますこと
ができるようにする。 設置後初めて行われた、公共交通体系整備チームの会議

（7月13日）

協定を結んだ（左から）市消費者連絡協議会の美尾谷清美
み お た に き よ み

理事長、

河瀬市長、県民生活協同組合の藤川武夫
ふじかわたけお

理事長

市役所前で行われた出発式。救援物資を運ぶ市職員に「被災
地の皆さんを激励してほしい」と市長からあいさつ。

シンボルマーク

きらめきフェスティバル中に行われた認定披露
式典。本田保幸

やすゆき

敦賀港湾事務所長から、河瀬市
長と川上究

きわむ

サマーフェスティバル実行委員長に
記念の旗が贈られました。

７
月
16
日
に
発
生
し
た
「
新
潟
県
中
越
沖
地

震
」
の
翌
日
、
市
は
全
国
原
子
力
発
電
所
所
在

市
町
村
協
議
会
（
全
原
協
）
会
員
の
柏
崎
市
、

刈
羽
村
か
ら
の
支
援
要
請
を
受
け
、
全
原
協
に

加
盟
し
て
い
る
美
浜
町
、
お
お
い
町
、
高
浜
町

と
と
も
に
、
救
援
物
資
を
送
り
ま
し
た
。

ま
た
、
被
災
し
た
建
築
物
の
応
急
危
険
度
判

定
の
た
め
に
職
員
２
人
、
断
水
地
域
の
漏
水
箇

所
や
バ
ル
ブ
の
不
具
合
の
検
査
に
職
員
４
人

を
、
柏
崎
市
に
派
遣
し
ま
し
た
。




